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フード・コミュニケーション・プロジェクトについて
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資料１

平成30年７月６日

農林水産省
食料産業局食品製造課食品企業行動室
フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局
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○ 農林水産省は、消費者の「食」に対する信頼を高めることを目的として、農林水産省が提供するプラットフォームの下に
食品関連事業者が主体的に食品の安全や信頼確保のための取組を進めるプロジェクトとして、
ＦＣＰ（フード・コミュニケーション・プロジェクト）を平成２０年６月に立ち上げ

○ 食品事業者が消費者の信頼を確保するために取り組むべき事項や関連する情報を共有することで、
原料調達から、製造、保管・輸送、販売に至るまでのフードチェーンの各段階における食品事業者の活動を
「見える化」し、食品事業者間や消費者まで伝える取組を実施

目 標
中小事業者の
取組の向上！消費者の信頼向上

食品安全の向上・食品事故の減少
企業コンプライアンスの向上
取引の活発化

ＦＣＰ活動

食品関連事業者：1,948社/団体が参画
（平成30年５月末日現在）

フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）とは

Copyright (C) 2018 MAFF All Rights Reserved.
2



http : / /www.food -communicat ion -p ro ject . jp /http://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/index.html

平成19～20年の主な食品事件・事故
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時期 概 要 関係法令 備考
Ｈ19年1月 • 消費期限切れ原料（牛乳）を使用してシュークリームを製造、細菌数基準を超えた製品を出荷 食品衛生法

6月 • 食肉加工製品の虚偽表示の他、他商品での意図的な異種製品の混入、賞味期限の改ざん等
• 上記の行為を不正と認識した上で、社長もしくは幹部社員の指示により常態的に実施 不正競争防止法他 破産

8月 • 菓子製品の賞味期限改ざん、自主検査で製品から大腸菌群等が検出されたが公表せず回収 ＪＡＳ法他

10月 • 和菓子製品の解凍・再包装、製造年月日及び消費期限表示の改ざん、原材料の不適正表示
• 店頭売れ残り返品の原材料を新たに同一製品に再利用・関連会社に販売

ＪＡＳ法
食品衛生法

10月 • 商品の原材料を産地偽装して販売 不正競争防止法他 破産

11月 • 製品の消費期限等の改ざん、食肉原材料の原産地の偽装、調理食品の再利用 不正競争防止法他 廃業

Ｈ20年6月 • 販売先から返品された手延素麵を包装し直し、新たな賞味期限を表示して再出荷・販売 ＪＡＳ法

7月 • 台湾から輸入したマンゴーを沖縄県産として販売 不正競争防止法他

7月 • 中国から輸入したトラフグやアンコウを国内産として販売 不正競争防止法他 廃業

7月 • 基準に満たない等級の牛肉をブランド和牛の「飛騨牛」と不正に表示して販売 不正競争防止法他

7月 • 鰻蒲焼の産地偽装、偽装するため製造や販売実績のない架空会社を経由し販売
• 事実と異なる不適正な表示がされたものを認識していながら販売 不正競争防止法他

8月 • 輸入原材料を使用したリンゴ果汁製品を青森県内産として販売、食品添加物の表示違反 不正競争防止法他

8月 • 自社の養鰻場で鰻を養殖し、自社の加工工場で蒲焼を製造したように偽装 不正競争防止法他 解散

9月 • 事故米を食用米として販売、偽装するため実態のない架空会社を経由し販売 不正競争防止法他 破産

12月 • 中国から輸入したタケノコ水煮に国産を混ぜて袋詰めし、「熊本県産」「鹿児島県産」に偽装
• 一部商品では罐詰メーカー社員の写真を使い、「農家の皆さん」と生産者のように表示 不正競争防止法
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食品表示110番への疑義情報
（国民から食品表示についてのホットライン）
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ＦＣＰ基本理念
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「食」への信頼、見える化計画
FCPは、食品事業者、関連事業者、行政、消費者等の連携により消費者の「食」に対す

る信頼の向上に取り組むプロジェクトです。
「食」の供給に携わる食品事業者は、その社会的な使命として、消費者の「食」に対する

信頼の向上に取り組む必要があります。また、食品事業者を支える関連事業者等も、食品
事業者の活動を通して、消費者の「食」に対する信頼向上に関わることが大切です。
食品が食卓に届くまでのフード・チェーンは長く、複雑で、一食品事業者や一関連事業者

等の個別の努力のみでは、消費者の「食」に対する信頼を高めていくことは困難です。さらに、
信頼を高めるためには、事業者と消費者の相互理解と、消費者からのアプローチも必要となり
ます。
このため、FCPは、立場の異なる食品事業者や関連事業者、そして消費者を結び付ける

共通言語である「協働の着眼点」を活用しつつ、事業者と事業者、事業者と消費者の対話
をベースとした協働の取組みを進めることで、フード・チェーン全体において食品事業者の取組
みの「見える化」を進めていきます。
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ＦＣＰ活動の機能（図解）
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情報共有
フードチェーンを
通じて意見交換

他企業との目線合わ
せ（標準を探る）が
できる

消費者の食の信頼向上

文書等
にする

取組の「見える化」

標準化
活動

自社の振り返り

一部
発展

自社内で
｢見える化｣

ツール
の作成

ＪＦＳ規
格・認証

取り組むべき事項が明らかに！

① ②

③

【個社】 【取引先、消費者】

取引先、消費者への伝達

取引先、消費者にも｢見える化」
（教
育）

レベルアップ
①他企業との目線合わせ（標
準を探る)によるレベルアップ

②標準化活動を行うことによる
レベルアップ

③自社内でのツールを用いた教
育によるレベルアップ
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ＦＣＰ活動の基本「協働の着眼点」
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お客様に関するコミュニケーション取引先に関するコミュニケーション社内に関するコミュニケーション

緊急時に関するコミュニケーション

１ お客様を基点とする企業姿勢の明確化 ２ コンプライアンスの徹底

３ 安全かつ適切な食品の提供を
す る た め の 体 制 整 備

４ 調 達 に お け る 取 組

５
製造における取組 【製造】
保管・流通における取組【卸売】
調理・加工における取組【小売】

６ 販 売 に お け る 取 組

14 緊 急 時 を 想 定 し た
自 社 体 制 の 整 備 15 緊急時の自社と取引先との協

力 体 制 の 整 備 16 緊急時のお客様とのコミュニ
ケ ー シ ョ ン 体 制 の 整 備

７ 持 続 性 の あ る 関 係 の
た め の 体 制 整 備

８ 取 引 先 と の 公 正 な 取 引

９ 取 引 先 と の 情 報 共 有 、
「 協 働 」 の 取 組

10 お客様とのコミュニケーショ
ン の た め の 体 制 整 備

11 お 客 様 か ら の 情 報 の
収 集 、 管 理 及 び 対 応

12 お 客 様 へ の 情 報 提 供

13 食 育 の 推 進

ベ ー ス と な る 価 値 観 と 行 動

※ 意欲的な食品事業者が主体的に参画して、食への信頼を向上させるために、実態に即した意見交換を積み上げて作成。（７０事業者が参加して、42回の作業グループを開催）

消費者の信頼を高めていくために着目すべき｢食品事業者の行動のポイント｣
｢協働の着眼点｣を食品事業者が活用し、自ら透明性を高める努力が、取引先や消費者からの評価に
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企業・商品の「見える化」のためのＦＣＰツール
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